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HF 値）の対数変換値である LnHF 値（正常範囲 4.00～
7.23）を用いた。交感神経活動の指標としては，低周波
数帯域値（Low Frequency 値：以下 LF 値）と HF 値の

























時期の 2時点間の差は対応のある t 検定を行った。有
意確率は両側 5％とした。統計処理には統計ソフト
SPSS Statistics 25.0 for Windows を使用した。主要評価
項目及び副次的評価項目における，2群と測定時期の交
互作用の検定力の検出には，フリーソフト G*Power





















作用は有意ではなかった（F（1, 25）＝0.06, p＝.800, ηp2
＝.003, 1－β＝.480）。介入方法及び測定時期の主効果
は，いずれも有意ではなかった（F（1, 25）＝1.66, p











25）＝4.62, p＝.041, ηp2＝.156, 1－β＝.859）。介入方法及
び測定時期の主効果は，いずれも有意ではなかった
（F（1, 25）＝0.45, p＝.507, ηp2＝.018 ; F（1, 25）＝1.17, p
＝.290, ηp2＝.045）。また，2群それぞれにおける介入前
後の LF/HF 値の平均値は，コラム群においてのみ，介
入後で LF/HF 値が有意に減少した（t（12）＝1.32, p
＝.210）。コントロール群では有意な差は認められなか






交互作用は有意であった（F（1, 25）＝4.35, p＝.047, ηp2
＝.148, 1－β＝.837）。介入方法及び測定時期の主効果
は，いずれも有意ではなかった（F（1, 25）＝0.05, p
＝.822, ηp2＝.002 ; F（1, 25）＝1.33, p＝.259, ηp2＝.051）。
Table 1 対象者背景































































a 平均値±標準偏差。b POMS2＝Profile of Mood States Second Edition 日本語版成人用短縮版。c
TMD＝Total Mood Disturbance（総合的気分状態）。d LF/HF 値＝Low Frequency 値と High Frequency
値（以下 HF 値）の比。e LnHF 値＝HF 値の対数変換値。f コラム群及びコントロール群の 2群
について，各群の対象者の比較は χ2検定，2群の比較はそれぞれ対応のない t 検定で比較。


























Figure 2 2群における介入前後の Low Frequency/High Frequency（LF/HF）値の平均値。
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